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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、乳児期の子どもを育てる母親のMastery獲得のプロセスを明らかにし、時
期に応じた介入方法を開発することである。乳児を育てる母親を対象に生後1か月、6～7か月、11～12か月の時点で面
接調査を行い、それぞれの時点で母親のMasteryについて分析した。その結果、【親であることを意識し、育児の経験
を積み重ねる】、【複数の役割に折り合いをつける】、【周囲の人ときずなが深まり、親として自らが成長する】など
のMasteryの局面が抽出された。これらの結果と文献検討から、Masteryを促進するための介入方法を考察した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to identify the mothers' mastery of child rearing 
and to discuss intervention for mothers' mastery.The results showed that mastering these 
qualities--becoming aware of themselves as parents, accumulating childcare experience, finding ways to 
compromise between multiple roles, and deepening their sense of connections with people around them and 
growing as parents themselves--led them to feel growth and self-confidence as parents and enhancement of 
ties with their husbands and families.To promote these mothers' mastery, it is essential for husbands and 
family members to offer support from the time of pregnancy, specifically, finding ways to improve 
communication between the couple for having discussions on problem-solving methods and managing stresses 
that are likely to arise after the child birth.
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１．研究開始当初の背景 
母親にとって子どもを産み育てることは、

身体的な変化のみならず、社会的にも心理的

にも大きな変化をもたらす多様で複雑な体

験である。清水(2007)は、育児期にある母親

にとって子どもを産み育てることは、子ども

とのかかわりだけでなく、日々の生活や夫と

の関係、さらには社会システムに対してもス

トレスをかかえており、このような複合化し

たストレスは子育て期を幸福にすることを

困難にしていると示唆している。特に生後 1

か月、6 か月、1 年の時点で母親の育児に対

する否定的反応が高く生じる傾向があるこ

とも明らかになっている。一方、母親は育児

で悩みながらも、他者の力を借りる、工夫を

する、考え方を変更するなどから、育児の困

難を克服し、自分の体験を意味あるものとと

らえていることが示されている（望月；2005、

小林；2006、清水；2007）。育児をしていく

中で困難に感じる状況でも、母親はその状況

を多様な視点から解釈する力をもっており、

考え方や方法を変更し、環境をコントロール

することで育児の自信につながっているこ

とが推測される。 

このように、困難な、もしくはストレスに

満ちた状況に対する人間の反応で、ストレス

の経験を通して適応能、統制能、支配能を獲

得していく人間の反応は Mastery といわれ

ている（Younger,1991）。Mastery と関連要

因についての研究では、Masteryとソーシャ

ルサポートは正の相関、ストレスとうつは負

の相関があることが明らかになっている

（Younger；1997）。このことから、乳児期

の子どもを育てる母親の Mastery を強める

介入により、母親が周囲からの支援を実感し、

ストレスや産後うつを回避するという効果

が期待できると考える。岡本（2008）は子育

てについての夫婦間のずれや対立への対処

において、出来事の解釈や意味づけが重要で

あり、夫婦が子どもの誕生のよい側面を見つ

めて肯定的に捉える、期待の水準を下げるな

どの意味づけの変化から、現実を受け入れて

いることを明らかにしている。つまり、母親

の Mastery には、夫婦の関係性を意味づけ、

お互いの関係を良好に保とうとする力も含

まれることが考えられる。これらから、乳児

を育てる母親の Mastery を強めることによ

り、夫婦の関係性にも良い影響を与え、その

ことが夫婦間の絆を強め、ひいては子どもへ

の対応にも良い影響が及ぼされると考えら

れる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、乳児期の子どもを育てる

母親のMasteryのプロセスを明らかにし、そ

の時期に応じた介入方法を開発することで

ある。生後 1か月、6～7か月、11～12か月

の乳児をもつ母親を対象とし、１）母親が抱

えている育児のストレスや困難、２）育児の

ストレスや困難を乗り越える力、３）Mastery

を促進する要因、困難にする要因を明らかに

する。そして、これらの結果から、乳児期の

子どもを育てる母親の Mastery 獲得への介

入方法を検討する。 
 
３．研究の方法 

Masteryに関する国内外の文献、資料を収

集・検討し、Masteryのプロセスを明らかに

するインタビューガイドを検討する。 

次に、乳児を育てる母親を対象に生後 1か

月、6～7 か月、11～12 か月の時点で面接調

査を行い、縦断的にインタビューを行い、得

られたデータは逐語録を作成し、それぞれの

時点での乳児をもつ母親の Mastery につい

て分析する。 

これらの結果をもとに、乳児期の子どもを

育てる母親の Mastery を促進する看護援助

を検討する。 
 
４．研究成果 

（１）文献検討 

乳児期の子どもを育てる母親のストレス



と Mastery はどのようなものであるか明ら

かにすることを目的とし、文献から検討した。

その結果、乳児期の子どもを育てる母親は、

育児に不慣れであり、子どもの成長発達に伴

い新たな育児の対応が求められることから

ストレスが生じており、そのストレスは母親

の心理的傾向と、子どもや夫、家族に対する

感情に影響をうけていた。また乳児期の子ど

もを育てる母親のMasteryは、自分なりの方

法を確立する【確かさ】、自分自身の思考・

行動を変化させて、生活を工夫し時間をコン

トロールする【変更】、現状に妥協し折り合

いをつけていく【受け入れ】、育児をしてい

る自己の能力や存在価値を高める【拡がり】

から構成されていた。 

（２）生後１～２か月の乳児を育てる母親の

Mastery 

１～２か月の乳児を育てる母親 8名に面接

調査を行った。その結果、母親は《育児コン

トロール感の欠如》、《心身の脆弱感》、《育児

や家事の協働をめざす過程での負担感》とい

うストレスをかかえているが、【親であるこ

とを意識し、育児の経験を積み重ねる】、【複

数の役割に折り合いをつける】、【周囲の人と

きずなが深まり、親として自らが成長する】

という３つのMasteryの局面により、夫や家

族とのきずなを深めながら、親としての自信

や成長を感じていることが明らかになった。 

（３）生後６～７か月の乳児を育てる母親の

Mastery 

 ６～７か月の乳児を育てる母親 12 名に面

接調査を行った。１～２か月頃に比べると、

睡眠不足や身体的な不調を訴える母親は少

なくなり、子どもとの生活に慣れてきている

ことが伺えた。しかし、月齢に伴い《新たに

立ちはだかる育児への課題》に直面していた。

また育児と家事の対処に慣れてはくるもの

の、夫への気兼ねから《育児や家事の協働を

めざす過程での負担感》が時に増大していた。

そのようなストレスに対し、【その子どもに

あわせた育児を展開する】、【ルーティンの家

事育児を確立する】、【子どもの成長・発達に

伴う育児の喜び】というMasteryの局面がみ

られた。 

（４）生後 11～12 か月の乳児を育てる母親

のMastery 

  11～12 か月の乳児を育てる母親 6 名に

面接調査を行った。この時期にも《新たに立

ちはだかる育児への課題》があり、自分の体

調不良や、家族の病気等により、育児の負担

が増大している母親もいた。そのようなスト

レスに対しても、母親は【自分なりの育児や

家事の方針をみいだしていく】ことや、子ど

もと一緒の育児サークルでの活動でそれま

で以上に外出の機会をもつことや、仕事への

復帰を始めるなど、【一人の女性として役割

を拡大していく】Masteryの局面がみられた。 

（５）乳児期の子どもを育てる母親の

Mastery獲得への看護介入 

 ①生後１～２か月 

  この時期は、産後の身体的回復がままな

らない状況で 1日何度も繰り返す授乳やお

むつ交換などに追われ、特に《心身の脆弱

感》と《育児や家事の協働をめざす過程で

の負担感》が強い状況である。そのような

中でも母親が【親であることを意識し、育

児の経験を積み重ねる】というMasteryの

局面に集中できるような介入が必要であ

る。睡眠不足など母親の身体的なニーズが

満たせるようにし、《心身の脆弱感》を軽

減することと、家事や母親でなくてもでき

る育児を夫や家族が行うことが必要であ

る。そのため、妊娠中から妊婦や夫・家族

に、出産後に生じるストレスに関して具体

的なイメージ化をはかり、出産前から妊婦

が夫・家族とともに問題解決の方法を検討

できるよう支援する必要がある。産後は、

検討した問題解決の方法が実際に行動化

するよう踏み込んだかかわりも必要であ

ると考えられる。 



②生後６～７か月 

 月齢を重ねてくると、母親が【その子ど

もにあわせた育児を展開する】という

Mastery を獲得できるよう支援していく

ことで、他の子どもとくらべて不安に陥る

ことが少なくなり、【子どもの成長・発達

に伴う育児の喜び】の局面も促進されると

考えられる。母親が子どもの個別性を把握

し、その子どもにあわせた方法で育児をし

ていることに対し、肯定的なフィードバッ

クを行うこと、母親同士の交流場面で精神

的な支援が受けられるような機会をつく

っていくこと、子どもの成長や発達、健康

状態など今後予測がつかないことに対し

て不安を募らせるのではなく、今までの経

過からよい側面をみつけていくことなど、

母親の認知にはたらきかけることも必要

である。 

 ③生後 11～12か月 

  この時期は、母親が【一人の女性として

役割を拡大していく】時期であり、役割を

拡大する上で、家事や育児の方法、夫や家

族との協働などを検討し、【自分なりの育

児や家事の方針をみいだしていく】局面を

強めていく必要がある。そのために、母親

自身が自分の望む社会的役割についてど

のようにとらえているか明確にすると同

時に、役割を拡大していく上で、母親とし

ての役割、妻としての役割として優先すべ

きことは何か、あるいは何に価値をおいて

おりあいをつけるのか、夫や家族と話し合

いをもち、共通理解をしていくことが必要

である。 
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